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要概の業事

奈良国立文化財研究所は、昭和 27年 、文化財に関する調査研究、資料の作成及びその公表を行うことを目的として

設置された。その特色は、すぐれた文化財が集中する地域において、文化財自体に即した研究を行うところにある。ま

た文化財保護行政と密接な関連を有することも大きな特色で、研究成果がこれに反映し、結実したものも多い。

研究の対象は多岐にわたるが、(1)南都諸大寺をはじめとする近畿各地の社寺の調査研究 (2)平城宮跡・平城京跡の調

査研究 0藤原宮跡及び飛鳥地域の古代遺跡の調査研究が現在の大きなテーマとなって いる。研究は美術工芸 。建造物
・庭園・古文書・考古・歴史と広汎な分野に亘り、相互の協力によって文化財の研究に新 しい分野を拓くとともに、写

真測量・保存科学など科学技術的調査研究方法を取り入れている。

調査研究のほか、平城宮跡を「遺跡博物館」(サ イトミュージアム)と して保存整備するための整備事業を進めており、

平城官跡資料館や覆屋の設置、基壇の復元などを行い、一般の見学に供している。また飛鳥地方の保存に関する閣議決

定に基づき、明日香村に飛鳥資料館を建設し、昭和 50年開館、飛鳥地域の考古・歴史等の資料を収集展示 している。

また現在の急務である埋蔵文化財の保存対策の強化に資するため、昭和 49年度に埋蔵文化財センが一が設置され、

埋蔵文化財の調査研究、地方公共団体等の発掘技術者の研修、専門的技術的指導等を行っている。
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奈良文化財研究所設置準備規程 (文化財保護委員会裁定第 11号 )に より設置準備会発足。

文化財保護委員会の附属機関として奈良文化財研究所 (庶務室、美術工芸研究室、建造物研

究室、歴史研究室)設置。

奈良国立文化財研究所と改称。

平城宮跡に発掘調査事務所設置。

庶務室は庶務課となる。

平城宮跡発掘調査部が設けられる。

同調査部に第一～第二調査室、保存整理室、史料調査室を置く。

同調査部に新たに第四調査室を置く。

文化庁発足、その附属機関となる。

平城宮跡資料館開館。

平城宮跡発掘調査部の組織を考古第一～考古第二調査室、遺構調査室、計測修景調査室、史

料調査室、飛鳥藤原宮跡調査室と改める。

会計課、飛鳥藤原官跡発掘調査部 (第一調査室、第二調査室 )、 飛鳥資料館 (庶務室、学芸

室)設置。

庶務部 (庶務課、会計課)、 埋蔵文化財センター (教務室、考古計画研究室、測量研究室 )

設置。

飛鳥資料館開館。

埋蔵文化財センターに研究指導部設置。同部に遺物処理研究室新設。

埋蔵文化財センター研究指導部に集落遺跡研究室新設。

埋蔵文化財センター研究指導部に保存工学研究室新設。

飛鳥藤原宮跡発掘調査部の組織を考古第一調査室、考古第二調査室、遺構調査室、史料調査

室と改める。

埋蔵文化財センターに情報資料室新設。
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施設整備管理係

美術工芸研究室

建 造物研 究室

歴 史 研 究 室

考古第一調査室

考古第二調査室

考古第二調査室

平城宮跡発掘調査部 遺 構 調 査 室

計測修景調査室

史 料 調 査 室

考古第一調査室

考古第二調査室

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

遺 構 調 査 室

史 料 調 査 室

飛 鳥 資 料 館

集落遺跡研究室

埋蔵文化財センター 研 究 指 導 部

測 量 研 究 室

情 報 資 料 室

構機

(課長)音川啓太郎
(補佐)岩本次郎

ぐ課長)金塚 勇
(補佐)吉田博次
(同 )日 高参夫

(室長)田 中義恭

(室長)吉田 靖

(室長)田 中 稔 (事務取扱 )

(係長)萩原陽雄

(専 門 員)栢本安臣

(係長)西 田健三

(係長)吉田博次 (併任)

日高参夫 (併任 )(係長 )

(専門職員)加藤建夫

(主任研究宮 )

町田 章 (専門職員)八幡扶桑
( 同  )個 幹雄

佐藤興治

森 郁夫

宮本長二郎

安原啓示 (併任)(主査)田中哲雄

狩野 久 (事務取扱 )

加藤 優

猪熊兼勝

木下正史

細見啓三

鬼頭清明

(室長 )

(室長 )

(室長 )

(室長 )

(室長)森口節之

(室長)田中義恭 (併任 )

(係長)乾 敏光

坪井清 足

(室長 )

(室長 )

(室長 )

(室長 )

(室長 )

(室長 )

(部長)工藤圭章

(館長事務取扱)坪井清足

(室長)岡本 清

(部長 )田中 琢

(室長 )

(室長 )

(室長 )

(室長 )

(室長 )

(主任研究官 )

松沢亜生

佐原 真

工楽菩通

木全敬蔵

安原啓示

伊東大作

小笠原好彦

田中 稔
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事 務 分 掌

庶  務  部

庶  務  課   1 職員の人事及び福利厚生に関する事務を処理すること。

2 公文書類の接受及び公印の管守その他庶務に関すること。

3 研究所の所掌事務に関し、連絡調整すること。

4 研究所の所掌に係る遺構及び遺物の保全のための警備に関すること。

5 前各号のほか、他の所掌に属 しない事務を処理すること。

会  計  課   1 予算に関する事務、並びに経費及び収入の決算その他会計に関する事務を処理すること。

2 行政財産及び物品の管理に関する事務を処理すること。

3 庁舎及び設備の維持、管理に関する事務を処理すること。

4 庁内の取締りに関すること。

美術工芸研 究室   絵画、彫刻、工芸品、書跡及び工芸技術に関する調査研究と、その結果の公表を行う。

建 造 物 研 究 室   建造物及び伝統的建造物群に関する調査研究と、その結果の公表を行う。

歴 史 研 究 室   考古及び史跡並びに歴史資料に関する調査研究と、その結果の公表を行う。

平城宮跡発掘調査部  各調査室においては、平城宮跡に関し、次項以下の事務を処理するほか、その発掘を行う。
考古第一調査室   木器 。金属器等の保存整理及び調査研究と、その結果の公表を行う。
考古第二調査室   土器等の保存整理及び調査研究と、その結果の公表を行う。
考古第三調査室   瓦等の保存整理及び調査研究と、その結果の公表を行う。

遺 構 調 査 室   遺構の保存整理及び調査研究と、その結果の公表を行う。

計測修景調査室   遺構の計測及び修景並びにこれらに関する調査研究と、その結果の公表を行う。
史 料 調 査 室   木簡の保存整理及び調査研究並びに史料の収集及び調査研究と、これらの結果の公表を行う。

飛鳥藤原宮跡発掘調査部  各調査室においては、飛鳥藤原宮跡に関し、次項以下の事務を処理するほか、その発

掘を行う。

考古第一調査室   土器等の保存整理及び調査研究と、その結果の公表を行う。

考古第二調査室   瓦、金属器、木器等の保存整理及び調査研究と、その結果の公表を行う。
遺 構 調 査 室   遺構の保存整理及び調査研究と、その結果の公表を行う。

史 料 調 査 室   木簡の保存整理及び調査研究並びに史料の収集及び調査研究と、これらの結果の公表を行う。

飛 鳥 資 料 館

庶  務  室    飛鳥資料館の庶務、会計等に関する事務を処理する。

学  芸  室    1 飛鳥地域に関する考古資料、歴史資料、建造物、絵画、彫刻、典籍、古文書その他の資料
の収集、保管、展示、模写、模造、写真の作成、調査研究及び解説を行う。

2 飛鳥地域に関する図書、写真その他の資料の収集、整理、保管、展示、閲覧及び調査研究
を行う。

3 飛鳥資料館の事業に関する出版物の編集及び刊行並びに普及宣伝を行う。

ｌ

ｉ
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埋蔵文化財センター

教  務  室
研 究 指 導 部

考古計画研究室

集落遣麟研究室

遺物処理研究室

測 量 研 究 室

保存工学研究室

情 報 資 料 室

1 埋蔵文化財に関し、調査研究及びその結果の公表を行う①
2 埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し、地方公共団体の埋蔵文化財調査関係職員その他の
関係者に対して、専門的、技術的な研修を行う。

3 埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し、地方公共団体の機関その他関係の機関及び団体等
の求めに応じ、専門的、技術的な指導及び助言を行う。

4 埋蔵文化財に関する情報資料の作成、収集、整理、保管及び調査研究を行い、地方公共団
体の機関その他関係の機関及び団体等の求めに応 じ、その利用に供する。

研修の実施に関する事務を処理するほか、埋蔵文化財センターの庶務に関する事務を行う。

上記 1～ 3号に掲げる事務 (他の室の所掌に属するものを除くDをつかさどる。

集落遺跡に関し、上記 1～ 3号に掲げる事務をつかさどる。

遺物の処理に関し、上記 1～ 3号に掲げる事務をつかさどる。

埋蔵文化財の測量に関し、上記 1～ 3号に掲げる事務をつかさどる。

遺跡の保存整備に関し、上記 1～ 3号に掲げる事務をつかさどる。

埋蔵文化財の情報資料に関し、上記 4号に掲げる事務をつかさどる。

定

「

|

〕

i

|

田貝

予
(単位 千円 )

写 度

区分

27～
34

41～

43

指 定 職

行政職田

行政職(→

研 究 職

３

　

　

３

　

　

１０

４

　

　

４

　

　

１１

６

　

　

４

　

　

１３

７

　

　

４

　

　

１８

８

　

　

６

　

　

３６

９

　

　

お

　

　

４４

９

　

　

６

　

　

４５

1

9

6

44

1

11

6

44

1

11

6

48

1

13

6

50

1

19

8

56

1

22

7

62

1

23

7

65

1

23

7

67

1

23

7

68

1

23

6

69

計

事項          年度

事 業 管 理 11,746 12,138 13,099 5,172 9,527 9,869

般 研 究 23,419 25,760 27,204 40,460 44,787 48,993

特 研 究 2,056 1,950 2,198 2,128 2,144

平 城 宮 跡 発 掘 調 査 119,859 140,766 155,978 168,009 179,768 195,703

飛鳥 藤原宮跡発掘調査 81,849 89,918 107,328 114,933 123,188 130,412

平 城 宮 跡 整 備 管 理 14,238 11,591 14,456 25,260 28,838 34,317

藤 原 宮 跡 整 備 管 理 5,191 7,007 7,446 7,508 8,103

飛 鳥 資 料 館 運 営 65,718 45,860 41,455 42,356 45,763 45,110

埋蔵文化財センター運営 28,625 37,084 30,237 43,171 47.613

施 設 整 備 268,237 217,638 225,374 234,880 507,950 740,358

計 585,066 579,543 630.935 670,951 992,628 1,262,622

(備考 )52年 度までは補正後 ,53年 度は当初の予算
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施

地 32,31lm2(当 所所管 )

春日野地区  5,126m2  飛鳥資料館  16,9021112

庁舎統合移転地区  8,860m2  郡山宿舎 80m2

1.112,405.891112(文 化庁所管、当所管理区域 )

平城宮跡地区 964,365.361112(外 に奈良県先行取得面積

物 建面積 16,043m2  延面積 24,378m2

資料館宿舎  1,3431112

51,057.5261n2)藤 原宮跡地区 148,040.53ド

設

土

建

番春日野庁舎 (奈良市春日

分区 建面積 延 面 積 建築 年 月 日 区 分 建 面 積 延 面 積 建 築 年 月 日

館

室

庫

庫

置

理

本

整

倉

倉

物

714m2

204

39

19

26

946m2

204

39

19

26

明35.3.25

大 2.1-
昭 83.―

下

庫

室

庫

廊

直

渡

書

宿

車

23m2

110

56

20

23m2

110

56

20

昭29,3.24

31.10.20

34.12.21

計 1,211 1,443

平城宮跡庁舎 (奈良市佐 )

分区 建 面積 延 面 積 建 築 年 月 日 区 分 建 面積 延 面 積 建築 年 月 日

西
　
　
地
　
　
区

資  料  館
第一。第二収蔵庫

第 二収 蔵 庫

第 四収 蔵 庫

土 器 整理 室

瓦 整 理 室

渡  廊  下
ポ ン プ 室

庫油

1,943m2

1,552

1,063

848

155

155

168

8

8

1,943m2

2,700

1,891

1,693

155

155

168

8

8

昭45,3.29

44. 3.29

50  4.30

52.11.15

41.10.28

40。 11.10

47. 3.31

50. 4.30

52.11.15

東

　

地

　

区

凝灰岩遺構覆屋

官術遺構覆屋

靖積基壇覆屋

展  示  室
遺物保存倉庫

管  理  棟
宮 内省 南殿

便 所 そ の他

168m2

784

384

240

200

72

110

121

168m2

784

384

240

200

72

110

121

昭41.10.15

41. 3.28

43. 3 30

42  6.30

43  3.30

49。  3.31

計月ヽ 2,079 2,079

計〕 5,900 8,721 ハ 計 7,979 10,800

条合移転地区 目

区 分 建 面 積 延 面 積 建 築 年 月 日 区 分 建 面 積 延面積 建 築 年 月 日

研究管理棟 (本館 )

研 修 寄宿 棟

1,696m2

517

4,896m2

1,315

躍冨39  3.31 機械・サービス棟外 406m2 406m2

計 2,619 2,619

原宮跡庁舎 (橿原市木之本町石ヶ坪

分区 建 面積 延 面 積 建 築 年 月 日 区 分 建面 積 延 面 積 建 築 年 月 日

棟務事

北 整 理 棟

南 整 理 棟

研  究  棟
研  究  棟

庫車

西 整 理 旗

収  蔵  庫
瓦 整 理 棟

遺物 収 蔵 庫

155m2

155

155

155

155

104

156

155

155

155

55m2

55

55

55

55

04

56

55

55

55

昭46.7.3
46.10.23

48. 1,31

51  9 30

49. 2.15

50, 1.31

50.10 15

51, 9,30

遺 物 収 蔵 庫

渡  廊  下
木  器  庫
作業 員控 室

写

車

渡  廊
油

便

場

庫

下

庫

所

155m2

84

32

38

32

16

9

8

13

155m2

84

32

38

32

16

9

8

13

昭52.11.30

48. 1.31

49, 1.11

48. 8.31

50.10.15

51  1.19

51, 9.30

52.11.30

計 1,887 1.887

料館 良県高市郡明日香村字奥山601番地 )日

区 分 建 面 積 延 面 積 建 築 年 月 日 区 分 建面 積 延 面 積 建 築 年 月 日

資

車

売

料 館

庫

所木し

1,283m2

94

54

2,500m2

94

54

昭49.1.31

50. 3.31

雑 仝

プ ロ パ ン 庫

33m2

1

33m2

1

昭50,3.31

計 1,465 2,682
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他

分区 建 面 積 延 面積 建築年月 日 区 分 建 面積 延 面積 建築年月 日

住 宅重文旧米谷家

郡 山宿舎 1

1

175mZ

38

44

198mZ

61

44

江 戸 中期

昭30.3.24 コ
朗
念”中鋤弾一

27m2

225

373

48m之

225

373

４

３‐

２５

‐２

３

７

３７

５０

４９

昭

半 城 宮 跡 資 料 館

半城宮跡発掘調査部

埋蔵文化財センター

平城宮内裏跡

飛鳥藤原宮跡発掘調査部 藤原宮大極殿跡

飛鳥資料館 飛鳥資料館展示室
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平城官跡庁舎:奈良市佐紀町
T E L0742◎ 4821Tり
平城宮跡資料館
平城宮跡発掘調査部

埋蔵文化財セ ンター

T E L 0742 ⑪ 2324

平 城 官跡覆屋

平城宮跡管理棟

TEL 0742① 6482

春日野庁舎 :奈良市春日野町50

T E L 0742餓 )0474でり

庶 務 部
美術工芸研究室

建造物研究室

歴史研究室こ
お

り

や

ま

埋蔵文化財センター

研 修 宿 舎
奈良市法幸寺東町301-1

藤原宮跡庁舎

橿原市木之本町石ヶ坪

T E L 07442 ① ■22

飛鳥藤原宮跡発掘調査

重要文化財旧米谷家住宅

橿原市今井町 1-422
455

T E L 07442 ③ 8297

飛鳥資料館

高市郡明日香村奥山601

T E L 074454-3561(代 )

資料館宿舎
桜井市山田716-1

717

と
お

り

や
ま

奈良回立文化財研究所施設位置図
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1 : 125,000

鳥坐神社




